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2.結果 の 概 要





























































































るものが多かった。それらの一つは,人間尊重を軸に,意識改造を考慮するものであ り, ひ とつ
は,狭義の同和教育として,児童,生徒の持つ社会的,経済的諸条件の改善を考慮するものであっ
た。問題は,社会教育の重要性を強調する意見である。これらは,社会教育活動の貧弱さにわざわ











































































































































































































オリエンテーションの要素は,つぎのように考えられよう。 )゛③学校 (教師)は,その立場 か
ら,部落問題を機能的により特殊なものとして関心をよせることになる。いわば,部落に対してな
される差別に,より強い関心を示し,差別されている人たちには,相対的に弱い関心 しか示さな




積極的に情緒態度をとることが許されない。(。)①一方,部落 (住民)は, 差別そのものより, 自


















(3)T,ParSOns and E.A,Shils(eds・):TOWard a General Theory of Action,1951,ぉょびT,
















同和教育が,一般的,抽象的理論では, どうにも律 しきれない面のあることも理解せね ば な らな
い。また,部落解放運動それ自体の進展の度合と方向,政治性,イデオロギー性にも制約をうける
ことも条件とせねばならない。
このような諸条件を考慮すると,同和教育のよりよき進展のための契機は,容易に見出せそうも
ない。技術的には,学校の努力の実態,部落解放運動の方向と目標,同和地区の持つ社会的,文化
的諸条件の実態を,詳細に把握した上でのみ,処方が発見できることになろう。
そのため,何よりも,同和地区の社会的,文化的実態を把握することを,将来の第一課題としな
ければならないと思う。CO)
従来,同和地区内での解放への動きが,部落と部落外とを,一応後者をより高次の規範,価値を
持つ高次の社会体系としながらも, 両者は相互に異なる規範と価値を持つ体系として, 境界を定
め,それにより行為を方向づけてきた。最近では,積極的にその境界をとり除き,部落外の規範と
価値の獲得へと行為を方向づけはじめている。表現は多少おかしいとしても,より高次の休系に積
極的に同化するオリエンテーションが,顕著になってきているといえるのであるハこのことは,本
来,学校 (教師)がその機能的役割としてきたことなのである。従って,両者は,ここに問題の把
握,問題に対処する態度の差を克服して,連帯を深める緒があると思われるのである。
(1968年4月30日受理)
(10)しか ,実態把握は,各種の条件により,非常にむつかしいものと予想される。現在の部落解放運動の
状況からは,部落外から研究調査をするためには,かなりの抵抗があるように見える。それは,まだ,
落部と部落外とのラポールが成立していないことによる。そのラポールの成立も,両者のこれまでのカ
関係にわざわいされて,かなりむつかしい条件のもとに置かれている。調査研究者の姿勢が,人権の平
等,人間の平等を志向すればするほど, ｀タテマエ、としての姿勢が問題とされ,生理的な嫌悪感を生
み出させる原因となりかねないからである。
